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CHSでは高エネルギー粒子閉じ込め研究の為のテスト粒子源として計測 NBI（DNB）が設置
されている。DNB はターゲットプラズマのパラメータを変えることなく高エネルギー粒子を
CHSプラズマに入射する事が可能である。DNBの入射エネルギーは約 30keVでビーム引き出
し電流は2.5A程度である。カロリーメータによって測定したビームの発散角は約0.9度である。
DNBは水平方向に走査する事が可能であり、ビームの入射角を変えることにより入射粒子のピ
ッチ角を変化させることが可能である。ビー

81cmまで変える事ができる。DNBによって
入射された高エネルギー粒子は、トーラスの

180°離れた位置に設置された NPA で観測
される。NPA も水平方向に走査する事が可
能で、接線半径で co-方向に 34cm、ctr-方向
に 74cm まで観測視線を振ることができる
（図１）。 
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図 1. 計測 NBI（DNB）と NPAの配置 、高エネルギー粒子のエネルギー分布とピ

ッチ角分布を測定することができる。図２に

ECH プラズマに DNB を垂直に入射し、シ
ョット毎に NPA の視線を振ってエネルギー
スペクトルを測定した結果を示す。図２にお

いてDNB入射高エネルギー粒子の全エネル
ギー成分 E0（27keV）と E0/2、E0/3 成分に
対応した部分にカウント数のピークが見ら

れる。E0成分は減速過程により低エネルギー

側へ広がり、1/2 E0、1/3 E0成分はピッチ角

散乱を受けて広いピッチ角分布を持ってい

る事がわかる。 
ポスター発表では

図2. NPAの視線を振って計測したDNB入射
高エネルギー粒子のエネルギー分布 
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の実験結果について報告する。 


